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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、  
 

2021 年 9 月 10 日 

再開発勉強会有志 

【かわら版第 15号】 
 

準備組合と対話する義務はありません！ 
 

皆さまご存じでしたか？ 

私たち地権者に、「準備組合」と対話しなければならない義務はないこと

を！  

港区役所がそのことを書面で確認しました！ 
（添付ご参照下さい。もちろん対話するか否かは地権者の自由です） 

実は近隣の住友再開発の現場では「準備組合」による執拗な勧誘が３年

以上も続けられており、多くの住民が疲弊し困惑しています。このため、 

今も準備組合が再開発への同意を求めて頻繁に地権者へ連絡して来る

ことに疑念と不快感を抱いた複数のマンション住民有志が、港区に対し

「準備組合と対話することは義務なのか？」との質問状を送ったのです。 

これを受けた港区の回答は「マンション住民の皆さまが準備組合と応対

し対話をしなければならない義務はございません」と言うものでした。 

 

再開発の是非を決めるのは地権者です！ 

再開発を是認する立場の港区ですら「準備組合との対話は義務でない」

と回答して来たのです。何故なのか？それは再開発の是非を判断する

のは私たち地権者であり、どう対応しようが地権者の自由だからです。 

再開発に賛成なら対話して同意すれば良いし、逆に反対なら準備組合と

の対話を断わり、彼らの「個別面談」にも応じる義務はないのです。 

そのことを港区は確認したのです。当然のことながら、港区の確認事項

は当地区も含めた区内全域の地権者に適用されます。 
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今の準備組合の実態はどうか 

港区は日頃より、再開発は「地権者が自らの発意と合意に基づき進めて

行く事業」であることを強調しており、そのために「準備組合」が作られる

とされています。しかし当地区では「皆さまの準備組合」とは名ばかりで、

私たちのもとへやって来るのはいつも「再開発ありき」の目線を持つ住友

不動産及びその関係先の社員ばかりであることにお気づきでしょうか？ 

その様な再開発のプロ集団ばかりの準備組合へ「個別面談」に行っても

結局は再開発賛成へと誘導されてしまうことは目に見えています。 

彼らは「再開発の賛否」ではなく、「今賛成するのか、いつ賛成するのか」

の２択で私たちに畳みかけてくることが他地区でも知られています。 
 

準備組合への対応のしかた 

準備組合は、「街づくりのため」、「準備組合は民意だ」、「行政も認知」、

などと、あたかも再開発が既定路線であるかの説明をして来るようです

が、実際には公的には全く何も決まっていないのです。 

再開発に応じるか否かを判断するのは私たち地権者の自由意志です。 

しかも再開発は私たちの大切な土地資産に関わる問題なだけに、「信

用」も「実績」も「資産」もない、単なる私的グループである「準備組合」へ

何の保証も得られぬまま資産を一任することが賢明な判断なのかは良く

考えてみる必要があります。 

準備組合との対話は皆さまの自由です。しかし義務ではありません。 

「準備組合」は再開発への同意が集まるまで、今後何年かけてでも継続

的に私たちの元へ勧誘にやって来ます。もはやそのような行為は不要・

不快だと感じるなら準備組合に対し「今後は来ないで結構です」と意思表

示をして下さい。 「意思」をはっきりと相手に伝えることが重要です。 

港区も「準備組合と対話することは義務ではない」ことを確認しています 

から躊躇する必要はありません。 
 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp)     

mailto:h7835575@yahoo.co.jp
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 【添付】 

 


